エネルギーと環境：環境に良いエネルギーを使いましょう！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　洪 曦（コウ　ギ）　　（中国）

　皆さん、こんにちは。私はコウギと申します。今、茨城大学の修士一年生です。
　私は日本に来てもう一年半になるので、日本で二回の夏を過ごしました。
　皆さんは、近年夏が熱くなって来ていると思いませんか。以前から日本では、30度を超えると、真夏日と呼ばれていますが、2007年から35度以上の高温が続くと、猛暑という言葉が出てきました。日本だけではなく、中国にも、世界中の多くの国で同じ状況が起こりました。
　その原因はご存知のように、地球温暖化ですよね。地球温暖化は、ほとんど二酸化炭素のせいと考えられます。
　二酸化炭素は、地中から石油、石炭、天然ガスなどの化石燃料を燃やしていることに伴い、大気中の濃度が増えてきたためです。
昔から、人類は環境問題に気を付けてきましたが、環境が少しずつ悪化しています。それはどうしてですか？一番の原因は、私たち人間がエネルギーを消費して得た、便利で快適な生活をやめられないからではないでしょうか。
　どうすれば、便利で快適な生活と良い環境の両方を実現できるでしょうか。この両方を実現するのは、再生可能なクリーンエネルギーの推進です。
　今使われているクリーンエネルギーは風力、太陽光および水力です。私は今の研究室で太陽光発電に関する研究をしていますから、クリーンエネルギーの代表として太陽光発電を紹介したいと思います。それは大体二つの特性を持っています。一は環境に優しいことです。二は永遠に利用することができるということです。太陽光発電は太陽からの光を電力に変換して、家電などに使用するシステムです。太陽の光は晴れていれば、ずっと使えるものです。そして、毎日使っても、二酸化炭素とかの排出物は出ないので、環境にいいのです。
　先進国ではもうすでにこの問題に注目して、国家エネルギーシステムのパターンを化石燃料から少しずつクリーンエネルギーに変換しています。日本は太陽光発電の買取制度を進めていて、市民に太陽光発電を使用するよう奨励しています。中国も同じようなことをしています。中国でも、毎日発電した電力を使い切れない場合には、余った電力を国に売ることができます。
[bookmark: _GoBack]住みよい環境を取り戻すため、国だけではなく、世界中の皆が頑張って取り組む必要があります。そして私たちにもできることがあります。それは、普段の生活で、ガスコンロをやめて、IHヒーターを使うとか、ガソリン車ではなく、電気自動車を購入するとか、もしくは、自分の家で太陽光発電システムを取り付けるとかです。もし自分にこのようなことをするお金と時間に余裕がない時は、環境の改善に取り組むことができないのでしょうか。いいえ、それは違います！環境の状況を知り、それに対する政策と方針にいつも関心を持つことも、ある意味での環境改善への支援なのです。
私は、未来の技術者として、大学で低コストで効率がいい太陽光発電システムを研究しています。ほんの少しでも、私は自分の力で未来を支えたいのです。だから、皆さんも一緒に協力して欲しいです。未来に良い環境を与えるために、環境に優しいエネルギーを使いましょう。
これで私の発表を終わります。ご清聴ありがとうございました。
